
金
揮
官
蹴
志
巻
十

父
-
乎
。
今
報
且
汝
仇
-
也
。
放
起
而
敵
。
長
太
夫
隔
然
観
v
之
.
持
v
起
不
v
得
v

起
e

本
平
準
跨
昌
長
太
夫
上
コ
歩
被
刺
v
之
d

絶
v
喉
壇
v
之
d

本
平
乃
解
昌
積

歳
之
怨
↓
悠
然
襲
v
跡
而
亡
。
不
v
知
v
所
v
之
輔
兄
宗
助
聞
v
之
慨
悔
e

明
旦

自
a
鶴
一
都
城
端
門
之
外
ブ
と
共
の
瀬
末
を
漢
文
に
記
載
し
て
膏
藩
中
の

記
録
に
備
へ
た
り
O

遊
金
棒
町
合
所
安
永
七
戊
成
年
の
留
記
中
に
、

赤
尾
本
平
が
人
相
書
を
紙
ぜ
た
り
。
演
の
文
に
回
〈
。

赤
尾
本
千
人
相
書

て
年
齢
二
拾
五
歳
。

一
、
出
生
小
川
直
右
衛
門
様
家
来
湯
野
川
川
除
町
に
罷
在
候
赤
尾
丹

右
衛
門
奥
申
者
に
而
、
先
年
本
組
奥
力
堀
盟
左
衛
門
殿
子
息
・
同
首

長
太
夫
殿
被
v
致
昌
殺
害
相
呆
候
者
之
せ
が
れ
。

一
、
中
ぜ
い
、
少
し
ひ
き
く
中
肉
。
面
勝
鼻
筋
諮
り
、
色
浅
黒
き
方
。

一
、
曜
荷
商
き
方
‘
月
代
簿
き
方
0
.

一
、
目
常
鉢
。

一
、
歯
並
揃
ひ
、
持
常
勝
。

一
、
耳
常
勝
。

一
、
嘗
月
十
四
日
夜
、
明
朝
白
山
b
参
詣
仕
候
皆
に
而
、
私
方
h
罷

越
候
節
之
衣
類
、
上
に
黒
木
綿
無
紋
裏
千
種
色
之
袷
を
着
し
、
木
綿

l

t

1
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i
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五
八

藍
が
へ
し
小
紋
之
股
引
・
脚
牟
仕
・
大
小
を
帯
じ
、
菅
笠
持
参
仕
候
。

帯
井
に
下
箸
等
之
儀
者
相
知
不
v
申
候
。

右
私
妻
弟
赤
尾
本
平
人
相
書
井
衣
類
附
如
v
此
御
座
候
。
以
上
。

成

九

月

廿

七

日

十

間

町

大

浦

屋

奥

三

助

印

町

御

奉

行

所

按
宇
る
に
、
右
安
永
七
年
の
人
相
.
等
穿
製
容
に
‘
本
平
が
年
齢
二
拾

五
歳
と
あ
れ
ば
、
父
丹
右
衛
門
が
殺
害
せ
ら
れ
た
る
明
和
五
年
は
十

五
歳
の
時
た
り
。
河
合
氏
が
良
民
育
行
鍬
に
は
、
父
が
横
死
を
安
永

四
年
と
た
し
。
本
平
時
年
十
三
と
す
れ
ど
、
復
鱒
の
年
麗
を
ば
、
天

明
七
年
と
た
し
。
此
年
賠
=
丹
右
衛
門
之
死
-
己
十
三
年
の
忌
辰
と
し
、

さ
て
そ
の
歳
齢
を
か
ぞ
ふ
る
に
卸
ち
二
十
五
歳
た
り
。
さ
れ
ば
そ
の

事
貨
は
創
蹄
せ
宇
。
父
横
死
の
時
十
五
歳
た
る
を
十
三
と
載
せ
た
る

は
非
な
り
。
偲
年
腐
は
如
何
な
る
事
に
て
茜
だ
繰
り
け
ん
。
是
彼
復

鰐
の
安
永
七
年
よ
り
遁
に
治
く
れ
て
撰
越
せ
し
故
な
る
ぺ
し
。
予
が

父
良
卿
の
結
に
回
〈
、
本
多
民
の
家
士
鈴
木
椴
入
は
、
児
龍
と
鋭
し
、

享
和
・
文
化
中
の
人
民
て
刀
叙
の
鑑
定
に
長
じ
、
批
年
の
頃
は
武
義

に
鍛
錬
せ
る
よ
し
o
此
の
人
の
直
談
に
目
く
、
若
年
の
頃
赤
尾
本
平
と

甚
だ
親
し
く
懇
友
な
り
し
故
に
、
復
響
の
密
事
も
鏡
々
一
熟
談
し
た

り
。
敵
た
る
掲
長
太
夫
が
居
宅
は
新
坂
の
高
た
り
し
が
.
復
鰐
の
爵

天
機
八
も
本
平
の
助
太
刀
を
せ
ん
と
、
続
に
新
坂
に
至
る
と
い
へ
ど

も
.
本
平
既
に
本
懐
を
遂
げ
た
り
。
依
っ
て
金
滞
町
端
ま
で
見
透
り

け
る
に
、
町
端
茶
屋
に
て
本
平
助
力
の
恩
を
謝
し
‘
彼
の
本
懐
を
遂

げ
た
る
血
刀
を
ば
纏
八
に
譲
る
。
権
八
は
吾
が
帯
す
る
刀
を
股
し
本

平
に
迭
り
た
り
。
彼
の
刃
は
清
光
の
作
二
尺
五
寸
許
の
長
刀
也
。
権

八
既
に
七
十
裁
に
及
ぶ
と
い
へ
ど
も
・
、
平
常
此
の
万
を
帯
し
、
予
が

父
に
顕
末
を
ぽ
語
り
て
‘
即
ち
刀
身
を
見
せ
た
り
と
ぞ
。

。

御

坊

町

新
坂
の
商
に
て
腿
恩
寺
と
い
ふ
毘
宗
道
場
あ
り
。
此
の
道
場
を
ば
、

俗
に
御
坊
鹿
恩
寺
と
呼
ぺ
り
。
故
に
此
の
町
名
を
御
坊
の
町
と
踊
併
せ

し
か
ど
、
今
は
二
十
人
町
と
す
。
但
し
世
人
は
今
も
倫
御
坊
の
町
と

呼
ぺ
り
と
ぞ
。

O
御
坊
・
鹿
恩
寺

東
流
民
宗
也
。
明
細
岐
に
云
ふ
。
蛍
寺
開
基
腹
心
坊
也
。
慶
心
は
大

和
園
小
山
出
生
に
て
批
年
の
頃
、
出
家
得
度
し
℃
本
願
寺
第
八
世
蓮

【穏》

如
上
人
殺
帯
法
主
の
弟
子
と
成
り
‘
廷
画
賞
二
年
三
月
加
州
金
滞
御
堂

建
立
に
付
・
右
堂
宇
守
磁
の
第
め
本
願
寺
よ
り
義
向
に
相
成
り
下
向

金
揮
官
蹴
志
巻
十

仕
る
庭
、
男
女
老
岩
崎
依
の
も
の
少
か
ら
宇
。
依
っ
て
金
調
伸
木
新
保

町
民
自
坊
を
治
替
し
、
愛
に
居
住
し
‘
共
後
犀
川
島
河
原
町
民
移
轄

し
け
る
鹿
.
高
治
元
年
に
寺
屋
敷
悲
の
用
地
に
召
上
ら
れ
、
小
立
野

二
十
人
町
な
る
現
今
の
寺
地
へ
移
柑
押
す
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
延
徳

二
年
に
金
津
御
堂
の
守
護
と
成
る
と
あ
る
も
の
、
是
尾
山
城
地
に
あ

り
し
本
源
寺
金
津
御
堂
の
御
堂
帯
に
差
下
し
た
る
も
の
怠
る
ぺ
し
。

犀
川
竪
河
原
町
は
今
云
ふ
竪
町
也
。
此
の
地
へ
移
柑
仰
せ
し
年
続
は
詳

か
た
ら
宇
。
叉
今
此
の
寺
を
ば
‘
俗
に
御
坊
底
思
寺
と
呼
べ
る
も
の

は
?
同
じ
小
立
野
に
法
華
宗
経
王
寺
あ
り
。
経
王
寺
と
鹿
恩
寺
と
共

の
唱
へ
似
て
混
ぜ
し
故
に
経
王
寺
を
ぽ
‘
法
華
経
王
寺
と
呼
ぴ
、
此

の
腹
恩
寺
を
ば
、
御
坊
盛
恩
寺
と
呼
べ
り
と
ぞ
。

。
法
隆
山
露
行
寺

曹
洞
宗
也
。
山
競
初
め
は
安
締
山
と
い
へ
り
。
故
に
三
筒
屋
版
六
用

集
に
は
、
安
蹄
山
良
行
寺
と
記
載
す
。
貞
享
二
年
由
来
書
に
云
ふ
。

寛
永
八
年
本
多
安
房
利
常
卿
へ
申
上
、
金
津
百
姓
町
に
而
寺
屋
敷
拝

領
、
大
衆
寺
先
住
議
室
和
倫
建
立
之
蕗
.
高
治
二
年
御
用
地
に
被
a
召

上
一
小
立
野
に
而
替
地
被
v
下
。
開
基
旦
那
安
易
家
来
篠
井
雅
柴
助
治

立
仕
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
元
和
二
年
本
多
安
房
守
家
士
高
名
寄

五
丸




